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は外部評価項目

取り組みの事実
(実施している内容　・　実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目）

取り組んでいきたい内容
（既に取り組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　１．理念の共有

1

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らしていくことを
支えていくサービスとして、事業所独自の理
念を作り上げている。

理念は職員全員で意見を出し合いながら作成しています。ネームプレートの裏に理
念を書きいつでも確認できるようにしています。又、廊下や事務所内にも理念を貼り、
常に意識できるよう配慮しています。

2

○理念の共有と日々の取組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる。

全職員が理念を確認しながら共有を図っています。毎日のケアが理念に基づいたも
のであるか、日々のミニカンファレンスや職員同士の短時間の会話でも、入居者様の
様子と照らし合わせながら理念に沿ったケアとなっているか確認し取り組んでいま
す。

3

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続け
ることを大切にした理念を、家族や地域の
人々に理解してもらえるよう取り組んでい
る。

パンフレットに理念を印刷しています。地域の方がホーム見学や入居についての質
問に来られた際に、理念について説明させて頂いています。又、ホーム内に理念を掲
げる事や、入居契約時に説明したり、広報誌に掲載することでも理解して頂けるよう
取り組んでいます。

　２．地域との支えあい

4

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえる
ような日常的なつきあいができるように努め
ている。

玄関前に「介護についてお悩みの方はお気軽にご相談下さい。」という貼り紙をして
おり、この地域の方が入居についての相談や、どんな所なのか知りたいとお見えにな
ります。入居者様と職員の外出時は挨拶を交わし除雪の際には手伝って下さる等
日々交流があります。近隣の方から頂き物があったりホームでのイベントにお誘いし
たりしています。入居者様の日光浴では通行人と立ち話をする光景もあり交流が芽
生えています。隣人が入院された際に、独居となる心配から「何かあった時には一声
かけます。」との要望もあり協力させていただく約束もしています。

5

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員とし
て、自治会、老人会、行事等、地域活動に
参加し、地元の人々と交流することに努め
ている。

近隣高校の社会体験学習場であり実習生の他、興味の有る生徒さんが見学に来ら
れます。又、近隣在住の福祉関係の学生さんが休み中に体験学習に来られる事もあ
ります。学校祭のポスターを玄関に貼りＰＲのお手伝いをしたり当日参加できる方は
見学に行ったりしています。近隣の保育園児がホームでお遊戯を披露されたり園児
がホーム用に作品を作って届けられ飾って楽しむ事もあります。近隣のグループホー
ムのイベントに招かれたり当ホームでもヨサコイの演舞に地域の方に来て頂いたり、
小樽祭りでは町内会と保育園の御神輿にも来て頂き交流を深めています。

6

○事業者の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り組
んでいる。

町内会長様を通じて町内に介護について困っている方や相談のある方にいつでも連
絡を下さるとお話を聞く事が可能であると伝えています。又、運営推進会議を通して
町内会や御家族様代表の方とホームで行なっている感染症対策の対応方法等をお
伝えし情報を地域の皆様に伝えて頂くようお願いしています。地域包括センター様か
らも催し物や勉強会の情報を教えて頂きお知らせして情報源となるよう対応していま
す。

項目
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　３．理念を実践するための制度の理解と活用

7

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる。

管理者、計画作成担当者を中心として職員皆で自己評価を作成しています。その結
果を踏まえ職員の意見を反映させられるよう改善に向け取り組んでいます。

8

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている。

2ヶ月に１度、第3水曜日に運営推進会議を開催しています。ホームからは日常生活
での取り組みや入居者様の様子、今後の予定等をお伝えしています。町内会から行
事の報告や予定、包括支援センター様からも勉強会や催し物の情報を知らせてくだ
さいます。会議の中で意見や要望をお聞きしながら参考とさせて頂きサービスの向上
に繋げています。又、入居者様や御家族様の相談事にも乗って頂いています。

9

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会を作り、市町村とと
もにサービスの質の向上に取り組んでい
る。

ホーム運営上、疑問点や相談事項がある時はその都度、小樽市役所介護保険課や
生活支援課に電話相談したり、時にはアポイントを頂き市役所に行きお話させて頂い
ています。又、相談の内容によっては生活支援課の担当者様にホームに来て頂く機
会を設け連携をとりながらサービスの向上に取り組んでいます。

10

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している。

権利擁護の研修会に参加し学ぶ機会を作っており、その後ホーム内で研修報告を行
う事で研修に参加できなかった職員に周知して頂き、日々のケアの中で該当するか
どうか話題にして支援に結び付けています。成年後見制度では手続きを行なった御
家族様から情報をお聞きし参考にさせて頂いたり、研修会の参加とホーム内の研修
報告にて理解するよう努めています。又、成年後見制度について質問のある御家族
様にはパンフレットや研修会の資料をお見せしお話を聞き相談を受けています。

11

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている。

高齢者虐待防止の研修会への参加により知識の習得、向上に努めています。ホー
ム内でも虐待防止、身体拘束の研修会を開き日々のケアを振り返り、行われる事の
無いよう、グレーゾーンのケアが行われないよう、情報を共有しながら防止に努めて
います。

　４．理念を実践するための体制

12

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解･納得を図っている。

入居契約を結ぶ際は、契約書を用いて全員で順に目を通しながら、分かりやすく丁
寧に説明しております。項目ごとに質問や意見、意思の確認を行ない、理解され納得
されてから同意を頂いております。解約時の今までのケースでは、長期入院となり
ホームに戻られる事が不可能になった場合や死亡された場合であり、今後の相談や
質問を受けたり、ホーム在住の際に御家族様から頂いたご支援・ご協力の感謝によ
り蟠り無く納得の上解約されています。
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13

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている。

職員が入居者様の生活の中で意見や不満を訴えられた際には、速やかに管理者に
報告し早急に対応するよう努めています。又、管理者・計画作成担当者が入居者様
の様子を見て、何か不満や意見等は無いか確認しております。訴えがある時には
ゆっくりと時間をとってお話に耳を傾け対応の出来る事はすぐに行動し運営に反映さ
せています。

14

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている。

毎月１度発行している「広報誌」や個人別の「生活の様子」を通じて日常の様子や健
康状態をお伝えしています。急な体調の変化があった場合は即座に連絡し経緯の報
告や受診結果、その後の経過をお伝えしています。金銭管理は毎月、明細書を発行
し連絡しています。個別に買い物が必要になった際には連絡確認し了解されてから
購入しております。職員の異動がある時や新入社員の報告も広報誌で写真を載せお
知らせしています。

15

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情等を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている。

玄関先に苦情箱（ご意見箱）を設置しています。又、面会時に意見やご要望をお聞き
したり、中には遠方に住んでおられる御家族様がおり、面会が困難である為電話で
お話しする機会に必ずホームに対する要望やご意見、不満等を確認しています。苦
情や要望があった際には速やかに会議を開き運営に反映させています。冬季の雪に
よる駐車スペースの問題では今季より排雪業者さんに依頼し広く使用できるよう改善
しました。

16

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる。

毎月会議を開き職員から意見を聞ける体制をとっています。日頃より職員とのコミュ
ニケーションを十分にとり意見を聞きだしやすい雰囲気作りを心がけております。対
応できることの提案や意見には取り組み、又、対応困難な事例で今後必要とされる
事には課題として挙げ今後の運営に反映できるようにしています。

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保する為の話し合いや勤務の調整に努
めている。

入居者様個人が個性のある暮らしが出来るように外出や外泊、御家族様の行事、イ
ベントに参加できるよう、その時々の状況に合わせ介護車両の運転が出来る職員配
置としたり必要な時間に必要人数がそろうような職員配置の調整を行なっています。
又、御家族様との相談がある際には御家族様の都合の良い時間に職員の勤務時間
を合わせる事もしております。

18

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や離
職を必要最小限に抑える努力をし、代わる
場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮を
している。

入居者様と職員との間で築き上げた信頼関係を壊さないよう人事異動は最小限に留
めています。出勤・退社の際には1階2階の入居者さんに必ず挨拶や会話をしフロ
アーの隔たりを無くし、職員異動時のダメージを少なくなるよう配慮しています。異動
したり退職した職員がホームに遊びに来て一緒の時間を楽しく過ごす事もあります。
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　５．人材の育成と支援

19

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている。

定期的にホーム内研修を行ない、知識や介護技術の向上に努められるよう計画し実
践しています。外部研修にも内容によりその時々の状況に合った職員に参加して頂く
ようにしています。出来る限り研修に参加し、又、一部の職員に偏らないよう参加でき
るようにして、必要に応じてシフトを変更し知識を得、技術を習得できるよう進めてい
ます。

20

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワーク作りや
勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サー
ビスの質を向上させていく取り組みをしてい
る。

同じグループのホーム見学や合同研修を通じて情報を共有し今後の課題を話し合っ
ています。地域の同業者のみならずグループホーム協議会の研修会や会合に積極
的に参加する事で情報交換やネットワーク作りを行いサービスの質の向上を目指し
て取り組んでいます。

21

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる。

職員の悩みや意見要望を聞ける環境作りをこころがけており、ホーム単独での催し
物や同グループ合同での行事、新年会や懇親会を行っています。会社全体でのボー
リング大会やバーベキューを行う際には、ホーム対抗戦でのゲームを行なう等してス
トレス軽減を図りながら、ホーム職員の団結力も育んでおります。

22

○向上心をもって働き続けるための取り組
み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
もって働けるように努めている。

毎日管理者にその日の出来事や様子を確認しています。必要時には現場の様子、
状況を把握する為コンタクトを取るようにしています。職員の資格取得に必要なサ
ポートも行い取得資格に合った給与体制をとっています。

Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

23

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等を本
人自身からよく聴く機会をつくり、受け止め
る努力をしている。

相談時・入居前には生活の状況把握のため必ず事前に訪問しています。御本人様
のさまざまなお話を頂きホームの生活に活かせるような情報収集を行なっています。
又、必ずホーム見学をして頂き、入居者様や職員と一緒の時間を過ごし、ホームの雰
囲気をあじわって頂いています。場合によってはホーム見学を数回繰り返される方も
おります。その結果、不安や求めている事を把握し、御本人の気持ちを受け止められ
るよう努力をしています。

24

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること等を
よく聴く機会をつくり、受け止める努力をして
いる。

相談時・入居前の事前訪問では御家族様の立場になり困っている事や求めている事
を把握できるよう受け止められるよう努力しています。そのためには、キーパーソンの
ご家族様の他にも親戚の方からも思っている事を十分に聞き取り安心して頂けるよう
にしています。ホーム見学も何度でもして頂きホームの環境を感じ取って頂いていま
す。何かあった時には何時でも電話で相談させて頂き、入居に至るまでの準備等不
安無くスムーズな運びとなるよう、都度連絡を取りあっています。
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25

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けたときに、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

相談時には御本人様や御家族様の求めている支援、必要としている支援を見極め
把握しています。当ホームで対応できる支援の他にも他のホームや他のサービスが
必要な場合には橋渡しをする等柔軟に対応しています。

26

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを利
用するために、サービスをいきなり開始する
のではなく、職員や他の利用者、場の雰囲
気に徐々に馴染めるよう家族等と相談しな
がら工夫している。

サービス開始前にはホームへ御家族様と一緒に遊びに来て頂き入居者様や職員と
一緒にお茶を飲みおやつを食べながら会話し馴染んで頂けるようにしています。不安
のある方は何度でもホームに来られる回数を増やし以前に来た事のある場所と思っ
て頂けるよう対応しています。又、馴染みの食器や家具、趣味で使用していた道具を
継続して使用しています。必要に応じては御家族様の協力を得て、手紙・電話・面
会、時には可愛がっていたペットを連れてきて頂くという事も行なっています。

　２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

27

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を築
いている。

職員は常に人生の大先輩であるという事を意識し、敬意を持って過ごすことを心がけ
ています。昔の職業や経験で得た知識を職員に教えてくださることが多く、入居者様
から学ぶ姿勢を大切にしつつ一緒に過ごし、喜怒哀楽を共にし支え合う関係を築け
るように接しております。

28

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている。

御家族様の確認を得て、電話を掛けたり受けたりする他、面会や外出、外泊を行って
いただく事でホームと共に支え合う事ができるよう努めています。又、レクリエーション
にお誘いし一緒に参加して頂き、楽しみを共有して頂いています。中には、御家族様
が一緒に入浴し介助される方もいらっしゃいます。

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、よりよい関係が築いていけるように支
援している。

御家族様の面会時や電話連絡時に日々の暮らしの様子をお伝えしている他、必要に
応じて面会にいらして頂けるよう連絡し間に入り御家族様と本人様の仲を調整してい
ます。ご家族様との外泊時に喧嘩別れしたケースではホームが間に入り関係修復を
試みる事も行なっています。ホームでの行事や誕生会にも参加を呼びかけより良い
関係が継続するよう努めています。

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている。

昔馴染まれていた場所に行きたいとの訴えがある時には一緒に出かけ場所を探し確
認しています。また、学生時代や古くからの友人、孫、ひ孫との電話や手紙で交流を
図り関係が途切れないように支援しています。
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31

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている。

入居者様同士で会話をされている時には必要に応じて職員が仲介役となり時には橋
渡しをし友好的な関係が持て、皆で笑いながら楽しい時間を過ごせるようるよう支援
しています。食事の時間も職員が楽しい食卓となるよう話題を提供したり声かけを行
なっています。又、ＡＤＬの状態が良い方や認知症状の軽い方が他入居者様のお手
伝いが可能となるような支援をしています。時には自らお世話してくださる入居者様も
おられます。

32

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用(契約)が終了しても、継続的
な関わりを必要とする利用者や家族には、
関係を断ち切らないつきあいを大切にして
いる。

契約終了し退去された後でも、「何時でも気軽に遊びに来てください。相談事がある
時には遠慮なく連絡して下さい。」と声をお掛けして関係を断ち切らないよう配慮して
います。退去後も近くに来られた際にはホームに遊びに来られ入居者様や職員とお
茶を飲み近況報告されたり、近くを通られた際には一休みの場所として寄ってくださり
ます。又、家にあるタオルやパット類をホームに寄付される等の関係が継続されてい
る御家族様もおられます。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　１．一人ひとりの把握

33

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している。

個人の思いや暮らしの希望、意向については入居時、ケアプラン作成時のみならず
日常でも御本人様や御家族様にお話をお聞きし確認し把握するよう努めています。
意向をはっきりと伝える事が困難な方は、御家族様から情報収集し意見や希望をお
聞きし確認を行い日々の生活に反映させたケアを行なっています。

34

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている。

サービス開始前には必ず自宅や施設、病院等を訪問し御本人様や御家族様、施設
関係者様、担当であったケアマネージャーから今までの経過や情報を頂き把握する
よう努めています。その他に昔からの生活背景史をバックグランドアセスメントとして
御家族様に知っている限りの情報を記入して頂いています。

35

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状を総合的に把握するよう
に努めている。

一人一人の暮らし方を把握し、事前に頂いて把握している情報と照らし合わせなが
ら、日々の行動、動作、言葉から全体像として把握しています。その時々の些細な変
化等も職員同士、情報を報告し共有し合い把握に努めています。

　２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、介護支援専門員の適切な
監理のもとに、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映した介護計画を作成している。

御本人様、御家族様の思いや意見、希望を伺い、全職員（看護師含む）と意見交換し
たりアセスメント、モニタリングを行い課題やケアのあり方について話し合いをしてい
ます。サービス担当者会議では御本人、医師、御家族様に出席して頂き、出席が困
難な御家族様には面会時に意見・要望等を確認しています。面会も困難な御家族様
は電話にて忌憚の無い意見を頂いています。会議に出席できない医師からは受診時
や往診時に意見を頂いたり診療情報提供書や支援計画連絡表を用いています。医
師にアポイントを取り病院へ伺い意見を聞く事も行なっており医学的な面も考慮した
介護計画の作成に努めています。
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37

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うとと
もに、見直し以前に対応できない変化が生
じた場合は、介護支援専門員の適切な監理
のもとに、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、現状に即した新たな計画を作成して
いる。

定期的に行なうモニタリングで職員から様々な意見を集める事による見直しはもとよ
り、入退院や病状の変化等、身体的・精神的状況の変化時には御本人様、御家族
様、御家族様関係者、医師、職員と話し合い情報や 意見を確認し新たな介護計画を
作成しています。

38

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践･結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる。

個人別ファイルを用意し、食事・水分・入浴・排泄の状況、バイタル測定値及び日々
の暮らしの記録を記しています。日常の生活の様子では介護計画の内容に当てはま
る記録にはニーズ番号を記し、様子や対応、その結果どうであったかを記入し次回の
介護計画作成に生かせるようにしています。又、連絡・カンファレンスノートに入居者
様の気付きや変化、職員同士の意見交換を記入し情報を共有しながら実践を行なう
と共に次回の介護計画作成に利用しています。

　３．多機能性を活かした柔軟な支援

39

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている。

入居時の引越しや入退院時のお手伝い、病院受診の送迎、外泊や外出時の送迎、
遠方から来られる方の道案内等の送迎、住所変更や介護保険申請手続き、自立支
援受給者証等の行政の手続きが困難な御家族様の代行等その時々の状況に応じて
柔軟な対応を行うようにし最大限支援させて頂いています。

　４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

○　地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化･教育機
関等と協力しながら支援している。

地域資源として町内会長様からの助言や災害時の一時避難としての町内会館の使
用の了解、町内会での催しの案内を頂いたり、消防署と連携し避難訓練や消火活動
の練習を行なっています。又、地域の学生さんによる和太鼓の演奏や、ボランティア
によるヨサコイソーランの演舞、保育園児によるお遊戯披露、音楽療法士による音楽
療法、地域の訪問理美容院 などに協力を頂きながら支援させて頂いています。

41

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用する為の支援を
している。

本人の意向や必要性に応じて以前担当していたケアマネージャーやサービス事業所
との情報交換を行い他に利用できるサービスの支援利用について話をさせて頂いて
います。

42

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている。

2ヶ月に１度開催される運営推進会議には必ず参加していただいており、必要に応じ
て権利擁護や成年後見人制度の質問等をしております。又、入居の相談をしたり受
けたりしホーム運営に協働して頂いています。又、ホーム退居にむけての生活を考え
ている方（認知症状が消失されてきておりグループホームの生活を必要とされなく
なってきた為）に関しては御本人様、御家族様、生活支援課担当者様を交えて連携
を取り相談しながら話を進めているケースもあります。
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43

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるように
支援をしている。

入居前に御本人様、御家族様に希望を伺い納得されたかかりつけ医の協力を得ら
れる支援をしています。又、今まで継続して診ていただいている医師と入居後も定期
往診や受診の継続が可能であるか相談し、了解を頂き、継続された適切な医療を受
けられるような支援を行なっています。

44

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認知
症に関する診断や治療を受けられるよう支
援している。

協力病院との連携を図り認知症の診断や検査を受けています。生活上の助言を頂き
必要に応じて薬の処方もして頂いています。ホームと連携している病院は精神科、脳
神経外科、内科、皮膚科の全ての病院が小樽市の認知症相談病院、相談医となって
おります。

45

○看護職との協働

　事業所として看護職員を確保している又
は、利用者をよく知る看護職あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている。

週3回看護師の勤務があり、日常生活の報告を得て把握し、バイタル測定や体調確
認を行ないながら健康管理に留意しています。勤務時間外でも常に連絡がつくような
体制をとっています。又、協力病院の看護師とも往診時の他、電話でも相談したり状
態変化のあった方の経過報告を行なったり、気軽に相談し密に連絡を取り合ってい
ます。

46

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。あるいは、そうした場合に備えて連
携している。

入居者様の入院時には御家族様と一緒に医師のムンテラに参加し病状やケガの状
況、手術の内容をできる限り把握するよう努めています。退院も長期に及ばないよう
に入院中の経過を聞いたりリハビリの進行状況を確認する為見学に行ったりし、医師
や看護師、理学療法士、相談員、御家族様と連携を取りながら退院に向けての準備
に努めています。又、得た情報を職員に報告し退院後の生活に役立つようにしてい
ます。入院中は職員が面会し少しでも安心して過ごせるよう、退院の意欲が湧くよう
に対応しています。

47

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している。

契約時に「重度化した場合の指針」を文書にしたものを確認して頂きながら詳しく説
明し、その説明に対して了解したとのサイン捺印を頂いています。状況に応じては、
御本人様、御家族様、かかりつけ医と相談し今後の方向性を含めた話し合いをする
ことで方針を確認し職員とも方針を共有しています。

48

○重度化や終末期に向けたチームでの支
援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること･でき
ないこと」を見極め、かかりつけ医とともに
チームとしての支援に取り組んでいる。ある
いは、今後の変化に備えて検討や準備を
行っている。

御本人様、御家族様の意向をお聞きしながら、ホームとしてできる事できない事を確
認して頂き、かかりつけ医や看護師、職員が連携をとりながら御本人様も御家族様も
安心、納得できる終末期を迎えられるよう準備しております。重度化した場合には急
変時の対応を速やかに行なって頂けるようかかりつけ医と相談し、連携が取れるよう
日頃より関わりを多く持っています。
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49

○住替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居
宅へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住替えによるダメージを防ぐことに努
めている。

当ホームから別の施設に移り住む予定のある時は、御本人様、御家族様、職員と何
度も話し合い包括支援センターや小樽市生活支援課とも連携を取り協力を得ていま
す。移り住む際も同様に話し合いを行うほか、アセスメント、ケアプラン、生活環境、
生活の様子等の情報を詳しくお伝えしております。また、何時でも連絡が取れる体制
を整えています。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

　１．その人らしい暮らしの支援

　　（１）一人ひとりの尊重

50

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねる
ような言葉かけや対応、記録等の個人情報
の取扱いをしていない。

一人一人の誇りやプライバシーを損ねる事の無い様に、人生の先輩であることに敬
意を持ち接するという意識を常に持ちながら生活を共にしています。個人情報同意書
の内容を職員に周知して意識の向上を図り適切な配慮がなされるよう日々ケアを行
なっています。広報誌の写真掲載にも配慮しており、入居時に広報誌の写真掲載に
ついて確認を行なっております。

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや記号を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるように
支援をしている。

入居者様の意思決定、自己決定の尊重を最優先したケアを行なっています。沢山の
選択肢の中から決定できない場合には選択の幅を狭めて決定できるようにしたり、そ
れでも困難な時には表情や仕草を見極め、「ハイ」「イイエ」で答えられるような質問
に替えて意思表示して頂いています。決して職員都合での決定をしないように努めて
おります。

52

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している。

「安心したその人らしい生活」という理念のもと、その日、その時々でご本人の思い、
希望を尊重しその方のペースで生活できるよう支援しています。入浴時間や食事の
時間、食事内容、買い物等柔軟な対応をとるよう努めています。

　　（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

53

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援し、理容･美容は本人の望む店
に行けるように努めている。

ホームでは地域の理容室の出張サービスを利用し、ほぼ一月に1度来て頂いていま
す。又、本人の行きたい時に行きたいお店を利用できるよう送迎を行うこともありま
す。毎日の着替え時には複数の衣服の中から御自分で着たい服を選んで頂いてい
ます。身だしなみとして毎日お化粧をされる方もいますし、普段お化粧をしない方にも
時には口紅を塗って頂いたり、マニキュアを塗ってオシャレを楽しんで頂く事もありま
す。

54

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員がその人に合わせて、一緒に準備や食
事、片付けをしている。

食事の準備や後片付けは入居者様に合った出来る事としてお手伝いして頂いていま
す。職員や他入居者様と一緒に行う事で楽しみながら交流の機会にもなっておりま
す。作り方を教わったり、味付け・盛り付けも意見を聞き参考にさせて頂いています。
季節感のある食材や食器を使用して食事が楽しみなものになるよう工夫しておりま
す。
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55

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、タバコ
等、好みのものを一人ひとりの状況に合わ
せて日常的に楽しめるよう支援している。

御本人様の希望を確認し職員が買い物に行ったり、時には入居者様と一緒に買い物
を楽しんでいます。喫煙される方には喫煙所を設け空気清浄機を置いています。毎
晩お酒を楽しまれる方、仏壇のお供え物をおやつにされる方もおります。夕食後、お
やつを持ち寄り座談会を行ないながら楽しまれている姿もあります。又、毎週月曜日
にはパン屋、毎月一度ヤクルト販売が来られ入居者様が好きなパン屋乳製品を選ん
で買われています。

56

○気持ちよい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援してい
る。

日々の行動の記録や職員同士の情報交換により、排泄のパターンを把握し、トイレで
の排泄が行なえるよう、又、パット汚染が減少するよう支援しております。夜間、トイレ
に行く事を面倒に思われ拒まれる方にはトイレでの排泄の重要性を伝えています。

57

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて、入浴を楽しめるように支援してい
る。

入居者様の望む日時に入浴できるよう支援しています。朝風呂、一番風呂を好まれ
る方がおられるため朝からお湯を張り準備しています。同性介助を希望される方には
同性介助を行っています。

58

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり眠
れるよう支援している。

日中の日課活動への参加を勧め、夜間に安眠できるよう支援しています。又、入眠で
きない方は必要に応じて主治医に相談しています。ホーム入居前との生活習慣の違
いによる起床時間の違いには、無理に合わせる事無くゆっくりと眠っていただき朝食
の時間を遅くしたりしています。又、休息はその時の希望や体調面を考慮しリビング
や居室で休息できる支援を行なっています。

　　（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

59

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、楽しみごと、気晴らしの支援をしている。

入居前の生活歴、習慣、趣味、仕事を活かせるよう情報収集を行い、自分の役割とし
たり、お手伝いをして頂く事で張り合いを持った生活となるよう支援しています。畑仕
事、野菜の収穫、草かり、鳥の餌やり、鳥の餌台の修理、洗濯干し、日光浴等外に出
ることでの気晴らしも行なっています。

60

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる。

入居時に、金銭の取り扱いに関しての説明を行ない同意を得られている入居者様に
は少額の手持ちのお金を持って頂き、職員と一緒に買い物したり、受診後にアイスク
リーム等を食べに行き使用する事があります。また、お正月にはお孫さんや曾孫さん
の面会時にお年玉をお渡しするため御家族様の了解の下、のし袋にお金を入れ準
備している方もおります。
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61

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとり
のその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援している。

天気の良い日には買い物や散歩に出かける支援を行なっています。畑仕事や水撒
き、鳥の餌やり、草刈なども一緒に行なっています。作業が出来ない方も外に出て椅
子に座りお茶を飲みながら様子を見て楽しんでいます。日光浴の好きな方は天気の
良い日は毎日ベンチに座り道行く人を眺めながら楽しまれ、学校帰りの学生さんや小
さな子供さんに声をかけ交流を深めています。

62

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支援
している。

一人一人の要望にお応え出来るよう、定期的な外出行事を計画し実行しています。
レストランや喫茶店に行ったり、御家族様も一緒に参加できる行事、夏祭りも行なっ
ています。又、ホーム前の駐車場にヨサコイのチームを呼んで演舞を披露して頂いた
り同グループのホーム庭にて移動動物園を呼び動物とふれあい楽しまれています。
御家族様や地域の方も来られ交流の場が広くなります。

63

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている。

自ら事務所に来られ「電話を貸してください。」と言い電話番号を押される方がおりま
す。時には番号を忘れる事もあり必要に応じてお手伝いしています。リビングで話さ
れる事もあれば内容により事務所や居室を希望されプライバシーの確保にも留意し
ています。電話は好きであるも自分から訴えのない方には電話番号を居室に貼りア
ピールしたり職員から希望を確認し定期的に掛ける様なプランを作成し支援を行なっ
ています。又、近況報告のはがきや年賀状を出したい方には準備し住所の確認を行
ない無事に届くよう支援しております。

64

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地よ
く過ごせるよう工夫している。

面会時間を設けず、何時でも好きな時、都合の良い時に訪問できる体制をとっていま
す。面会だけではなく、一緒に食事やおやつを食べ楽しまれる事もあります。希望に
よっては宿泊もできる様、寝具の用意もあります。御家族様にはホームを家のように
感じておられリビングのソファーに横になりくつろがれる方もおります。又、一緒に入
浴し、介助される御家族様もいらっしゃいます。

　　（４）安心と安全を支える支援

65

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる。

職員が身体拘束等の研修に参加し、その後、研修報告会を開き、全職員が周知し正
しく理解できるようホーム内研修を行なっています。身体拘束の無いケア、グレー
ゾーンではないケアを行うように努めています。

66

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解しており、
鍵をかけないケアに取り組んでいる。

入居者様の日常生活の見守りと声かけに重点を置くことで鍵をかける必要のないケ
アを行なっています。外出希望の入居者様には、職員と一緒にお散歩や買い物、ドラ
イブに出かけ気分転換を図っています。
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67

○利用者の安全確認

　職員は、プライバシーに配慮しながら、昼
夜通して利用者の所在や様子を把握し、安
全に配慮している。

入居者様の安全面を第一に考え、職員が昼夜問わず、見守りを行い所在の把握に
努めています。居室にて過ごされている方は時間を見ながら訪室し様子を確認して
います。夜間帯は居室全体を見渡せる場所で待機し、時間ごとの巡回を行う他、その
時々の様子によっては頻回に訪室し様子を把握しています。

68

○注意の必要な物品の保管･管理

　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を防
ぐ取り組みをしている。

縫い針やはさみを使用して繕いをしたり、果物ナイフを使用して好きな果物の皮むき
や切り分け、包丁を使用しての食事の下準備、大工道具を使用しての工作等を行な
われています。一律に禁止するのではなく入居者様の状況を把握し、必要に応じて
職員見守りの下使用し、保管するまでの間、状況の把握に努め危険を防いでいま
す。

69

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防
ぐ為の知識を学び、一人ひとりの状態に応
じた事故防止に取り組んでいる。

事故防止の取り組みとして外部研修に参加したり、研修報告を行い職員全員に周知
できるように取り組んでいます。ホーム内に事故対策委員会をつくりアクシデントが
あった時や危険を感じた時には速やかに対応し会議を開き対策や対応方法を話し
合っています。

70

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定
期的に行っている。

全職員がその時の状況に遭遇した際に、落ち着いて適切な対応ができる様、勉強会
を開いています。看護師の協力を得てレクチャーしております。定期的な訓練の他、
利用者様に急変があった時には、その時に居なかった職員とも、どのような対応をし
てその結果、どのようであったか等話をして、起きてはほしくない次回の急変時に備
えています。

71

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている。

年に2回、消防署の協力の下避難訓練を行なっています。日中と夜間帯の2パターン
の訓練を行い、人員体制の違う状況での訓練を行なっています。町内会長様や御家
族様にも見て頂き、感じた事・意見等お聞きして参考にしています。災害時での集合
場所・連絡先は御家族様に印刷物で知らせています。又、今年度、町内会の協力を
得まして、現在の非難時の集合場所がホームより少し遠い為、そこより近くにある町
内会館の利用の了解を頂きました。

72

○リスク対応に関する家族との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて家
族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大切
にした対応策を話し合っている。

入居時はもとより、入居者様の日頃の状況の変化に応じて、ホームでの暮らしの中
で起こり得るリスク（転倒・病気・誤嚥等）を適時、詳しく説明し、了解を頂いておりま
す。時には御家族様にも一緒に協力して頂き対応策を考え実行しています。

　　（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援
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73

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気づいた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている。

職員により毎日バイタル測定を行う他、看護師により週に3回のバイタル測定を行な
い記録に残しています。日々の生活の中でも、顔色・表情の変化、食欲の状態、歩行
状態、身体状況、発言等で普段の様子と違う時にもバイタル測定を行い小さな変化
にも留意し職員同士情報を共有しています。変化のあった際は、ホームの看護師や
かかりつけ医、協力病院に連絡し、その後の対応を相談しています。

74

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理解して
おり、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている。

薬剤情報提供書やお薬手帳、救急担当が作成した服薬表を利用し入居者様の服用
している薬、目的、副作用、禁忌、食事制限等の理解に努めています。薬の変更が
あった場合は、往診記録・受診記録・口頭・更に連絡ノートに記載して全員が周知す
るような体制をとっています。薬変更後の入居者様の様子もよく観察し次回の往診や
受診時に医師に報告できるように努めています。変化が大きい時には速やかに連絡
相談するような体制をとっています。又、服薬時には、お名前・日時を確認し、飲み込
むまで確認しています。

75

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけに取り組んでいる。

毎日の水分摂取量、食事摂取量、おやつ摂取量、排便状況（有無・量・性状）の確認
を行いチエック表に記載し把握しています。生活の中で動きのあるように支援し、軽
運動やお手伝いを行って頂いています。又、食事も便秘予防の為、食物繊維の摂れ
る食事や牛乳・乳酸菌飲料を飲み予防しております。状況によっては、早朝に冷水や
牛乳を飲み、腹部のマッサージを行い自然排便できるよう取り組んでいます。

76

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れやにおいが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている。

毎食後、歯磨きの声かけを行い、始めに御自分で磨いて頂き、その後入居者様の状
況に応じて、職員による点検磨きを行なっています。残存歯牙・舌・義歯の汚れをき
れいにし、特に義歯の鈎歯やクラスプを丁寧に磨くように留意し、更に義歯は週に１
度洗浄剤を使用して、誤嚥性肺炎の予防にも努めております。歯科衛生士より適時、
状況に応じた口腔ケアの方法のレクチャーがあり習得するよう努めております。

77

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている。

毎食の食事摂取量、水分摂取量を確認しチエック表に記入しています。生活の様子
には時間ごとの水分摂取量を記入する項目を設け、必要量が確保しやすいよう、水
分不足を予防できるよう努めています。献立表にはカロリー、塩分、たんぱく質量が
記載されバランスの良い食事に心がけ、食事を残された時には理由をお聞きし今後
に活かすようにしています。水分を自ら希望されない入居者様には、職員から気を付
けて水分補給を働きかけています。

78

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥癬、
肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウィルス等）

感染症の研修会に参加すると共に、ホーム内でも適時、勉強会を行いマニュアルを
活用し、シュミレーションも行いながら職員の意識・理解向上に努めています。又、感
染症対策グッズも準備しています。インフルエンザワクチン接種は全入居者様、全職
員が受けております。換気、空気清浄機、加湿器、を使用しており室温や湿度にも注
意しています。又、感染症流行時期には受診時にマスクを着用し、外出後は手洗いう
がいを徹底しております。
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79

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めてい
る。

冷蔵庫・布巾類・まな板・三角コーナー・排水溝等の消毒をし、チエック表を利用して
衛生管理の徹底を図っています。マニュアルを用いて勉強会を行い、消毒薬の作り
方等も実技練習をし職員の知識・理解向上に努めています。食材は使用する分量が
配送され、必要以上の在庫を置かず、新しい物を提供するようにしています。納品時
には鮮度の検品にも注意しています。冷凍物は日付をつけ、消費期限に注意してい
ます。

　２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　　（１）居心地のよい環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるように、
玄関や建物周囲の工夫をしている。

玄関前には「介護についてお悩みの方は御気軽にご相談下さい。」の貼り紙をし、い
つでも気軽に出入りして頂けるようにしております。玄関先には花を飾り入りやすい
雰囲気作りをしています。

81

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快
な音や光がないように配慮し、生活感や季
節感を採り入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている。

共用の空間は、ゆったり落ち着いて過ごせるような配慮をしています。テレビや音楽
鑑賞の際もボリュームに気をつけ、台所仕事等も時間によっては大きな音が出ない
よう配慮しています。入居者様と一緒に季節を感じ取れる壁飾りを作成し飾ったり、お
雛様も飾ります。又、喫煙所を設け空気清浄機を設置し、喫煙しない方への配慮もし
ています。食事の際も季節を感じられる食材を使用し、四季を味わって頂けるよう努
めています。

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり

　共用空間の中には、一人になれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている。

居間にはソファーを置き入居者さん同士語り合えるよう配置し、廊下には椅子、ベン
チを置き一人でゆっくり過ごしながらも他者の動きや存在を意識できるような空間作
りをしています。

83

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使いなれたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

入居の際には、入居前に使用していた馴染みの物を持って来て頂ける様説明し、居
室内に置かれています。仏壇を持ってこられ、ご飯、お水、お菓子をお供えしている
方もおります。御家族様からのプレゼントを大切に飾られている方もおります。

84

○換気･空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないように配慮し、利用者の状況に
応じてこまめに行っている。

適時、換気を行い、加湿器や霧吹き、加湿機能のある壁を利用して適度な湿度を保
てるよう湿度チエック表を活用しながら空調を行なっています。又、室温は温度計を
確認する他、入居者様の様子・表情・言葉も参考にしながら調節しています。トイレは
換気扇と消臭芳香剤を使用し配慮しています。

　　（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり



取り組みの事実
(実施している内容　・　実施していない内容）

○印
(取組んでい
きたい項目）

取り組んでいきたい内容
（既に取り組んでいることも含む）

項目

85

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

手すりの設置やトイレ・台所の間口の確保、車イスでの移動時に妨げにならないよう
な環境作りを行なっています。又、居室内での転倒の危険性のリスクの高い方は、家
具の配置を替えるなどし留意しています。1階2階の行き来は、その方のADLに合わ
せ、階段を使用したりエレベーターを使用しています。

86

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や
失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫し
ている。

入居者様の生活の様子を観察し、分かる事、分からない事、できる事、できない事の
焦点情報を収集し「自分でできる事は自分で行う生活」となるよう支援しています。時
計やカレンダーを多く設置したり、居室やトイレには大きな字で記したり目印をつけ場
所の理解が困難な方に分かりやすいよう配慮しています。生活の中で新たに出現す
る不安、混乱、失敗の際には、職員同士速やかにカンファレンスを開き、対象となるも
のが何なのか考え取り除くようにし安心できる環境作りに勤めています。

87

○建物の外回りや空間の活用

　建物の外回りやベランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている。

ホームの裏庭には花畑、家庭菜園、鳥の餌台、休憩できるテーブルと椅子を設置し
ています。入居者様と一緒に畑作り、水撒き、収穫を楽しみます。又、小鳥が餌を食
べに来る姿を楽しんで見られたり、野菜のでき具合を心待ちに眺めている方もおりま
す。玄関先にはベンチを置き日光浴をしながら近隣の方と挨拶を交わし、道行く学生
さんと会話を楽しまれ、交流の場となっています。



Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項目 取り組みの成果

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者
②利用者の２／３くらい
③利用者の１／３くらい
④ほとんど掴んでいない

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある

①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる

①ほぼ全ての利用者
②利用者の２／３くらい
③利用者の１／３くらい
④ほとんどいない

91
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿が見られている

①ほぼ全ての利用者
②利用者の２／３くらい
③利用者の１／３くらい
④ほとんどいない

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている

①ほぼ全ての利用者
②利用者の２／３くらい
③利用者の１／３くらい
④ほとんどいない

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者
②利用者の２／３くらい
③利用者の１／３くらい
④ほとんどいない

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る

①ほぼ全ての利用者
②利用者の２／３くらい
③利用者の１／３くらい
④ほとんどいない

95
職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている

①ほぼ全ての家族
②家族の２／３くらい
③家族の１／３くらい
④ほとんどできていない

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

①ほぼ毎日のように
②数日に１回程度
③たまに
④ほとんどない



Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項目 取り組みの成果

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る。

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない

98 職員は、生き生きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の２／３くらいが
③職員の１／３くらいが
④ほとんどいない

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２／３くらいが
③利用者の１／３くらいが
④ほとんどいない

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２／３くらいが
③利用者の１／３くらいが
④ほとんどいない

【特に力を入れている点・アピールしたい点】

　（日々の実践の中で事業所として力を入れて取り組んでいる点・アピールしたい点
　　等を自由記載）  小樽市内に同グループが三棟あり、この三月よりもう一棟新たに開設されます。グループ同士の情報交換や交流が
持てるこ　　　　　　とを利点とし、合同レクリエーションを行なったり勉強会を開催する事により、運営に反映させるよう取り組んでおります。


